
自己評価・家庭に持ち帰り学習を活かす 

 
 
絵カードや食材，調理器具を用い， 
やることの具体的な意識付け  

(Ａ)具体物や半具体物 

 
 
一人で考える「シンキングタイム」 
実践する「チャレンジタイム」 

(Ｂ)活動の意識付け 

 
 
話し合いの際、まずは自分の考えをもつための時間 

(Ｃ)一人で考える時間の設定 

一人で考えた後、みんなで考える 

(Ｄ)話し合いのステップ 

(Ｅ)学び合いのメソッド 

左図「思考・探求・習得による授業構成モデル」参照 

(Ｆ)ちょっとした未知の状況を作る 

 
 
絵カードを用い抽象的な思考を育む 

(Ｇ)言葉にかえる 

(Ｈ)振り返りカード 

別紙図（１）参照 

ＡＬの視点に立った授業づくりの工夫 

経過と結果 

第１期 第２期 

 

主
体
的
な
学
び 

(Ａ)絵カードからの  
  想起 
   必要な材料や道  
  具を考えた 
 
(Ｃ)材料名：〇   
 道具の名前や調  
 理法に関しては 
 意見が出ない  

(Ｃ)絵カードへの 
  着目 
  手掛かりにして、    
    使用する材料 
    や道道具の選  
  択、準備が定着 
  し始める 

(Ａ)自分で考え、手順  
  カードを見て、材  
   料や道具を準備   
  できた 
 
(Ｂ)絵カード活用の 
  理解 
   順番を付けるもの  
  と気付き、自ら行   
   動するようになっ  

   た  

対
話
的
な
学
び 

 
 
 

(Ｄ)意見を発表し、 
   見聞きするのみ 
 
(Ｅ)調理：〇 
 包丁の握り方や   
 切る大きさ、厚さ 
 を見合って活動 
 できた 
 考え等の意見交   
 換は難しい 

(Ｄ)教師を介した話 
  し合いが成立 
 
(Ｅ)①による意見発 
  表や活動の先行  
 ②の考えを実践  
 する機会少ない 
 ③の実践は〇 

(Ｄ)意見を伝えあう 
  場面が増える 
 「皮を剥く」 
 「その前に洗う」 
 
(Ｅ)①の先行を控え 
  る 
 ②③が自分で考え、 
 意見を述べる姿の  
 増加 

  
 

深
い
学
び 

(F)サラダに適した  
  野菜の大きさを 
  予測・調理 
   大きさや厚さを   
   考えながら切る  
 
(G)調理道具の名称   
  と用途の理解 
 「洗う」を動作で  
  表現 
 「なぜ？」根拠の 
  説明へのつなが  
  り 

(F)火を通した野菜  
  の変化を予測・ 
   調理 
   野菜が柔らかく    
   なる気づき 
 
(G)混ぜる動作を 
  実践 
  「炒める」という  
  発言 

(F)「煮る」のカード  
  からの想起 
  水の必要性に気  
  づく 
 
(Ｈ)調理後に自己評   
   価、カードを家庭    
   へ 
  「週末に取り組んで 
   みる」という保護 
   者のコメント増加 

○簡単な調理と基本的な道具の使用経験はある 
○学習中, 一部の生徒が先行しがち 
○日頃家庭で調理することはあまりなく、学校で学習 
 したことを家庭で活かす機会が少ない 

生徒の様子（中学部９名） 

題材の目標 

本題材における 
「育成を目指す資質･能力」との関連 

考察 

学びに向かう力・人間性等 

のびのびした姿 
学んだことを生活や学習に 

活かそうとする態度 

知識・技能 

日常生活に関すること 
家事・手伝い 

思考力・判断力・表現力等 

課題を解決する力 
課題を見出し解決する力 

実践 

サラダ 野菜炒め カレー 

切る 切る 切る 炒める 炒める 煮る 

調理活動での様々な
課題に気づき，友だち
の意見等の情報を活用
して考えたり，判断した
りして自らチャレンジす
ることができる 

 

知識・技能 
様々な調理道具の
使い方や調理法を
知ることができる 

学びに向かう人間性 

本題材で学んだ知識
や技能，自ら考えて
工夫したことなどを
学校や家庭生活で活
かすことができる 

思考力・判断力
表現力等 

・絵カードで、操作しながら考えることができた 
・それぞれの生徒に学習場面が用意できた 
・学習中、発展的な気づきが見られた 

（Ａ）～（Ｈ）の実践が知識・技能面
だけでなく、思考の拡がりを促し、
さらに学習意欲を高めたと考える 


